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HAJ登山隊員募集

― 世界最高峰 ―

チ ョモランマ北壁

HAJで は、カンチェンジュンガ (1981年 )、 K2(1985年 )と世界三大峰に足跡を残

し、それぞれに成果を上げて来ましたが、いよいよ最高峰に挑戦することになりました。

世界の最高峰は、南北共に登山申請が殺到 しており、許可取得も困難になっております。

HAJの 仲間でこの最高峰を舞台に素晴らしい登山を展開し、今後への可能性を試みよ

うではありませんか。

言己

時  期 1989年 8月 15日 ～10月 31日

ル ー ト チョモランマ (中国側)北壁

登山方法 参加隊員の レベルに合わせて幾種類かの方法を組み合わせる事もある。

負 担 金  150万 円

資  格・ 冬山登山経験 5年以上のHAJ会 員。

・ 高所登山経験者 (未経験の方は高所登山に準じる国内登山経験を有する方 )

申込み先 HAJ事 務局まで

〆 切 り 1988年 5月 31日

隊員決定 実行委員会にて決定

ラプチェ・カン山群を南側から撮影 した素晴らしい写真が「世界の山々Ⅱ」

(白 水社刊)に載 っている。 ピラミダルな主峰を守るかのょうに東にドッシリ

と構えているのがこの 7,100mの 無名峰である。これはその北面の雄姿。(ラプ

チェ・カン偵察隊 )。

ヒマラヤ No.■ ヨフ

1.冬期バル トロ氷河偵察 飛 田 和 夫

i4.ヒ マラヤニ ューース <地域ニュース・インフォメーション>

16。 ヒマラヤ登山入門 イ ン ド・ ヒマラヤ編 (10)

21.FESTIVAL OF INDIA JAPAN 1988③

24.寸感 。事務局 日誌

1表1紙 写真



は じ め に

1985年 8月 6日 、吹雪の荒狂う中をK2の ピー

クに背を向け、C3(7,400m)か ら下降を始め

た。 3年余の企画から実践の中で、16名が高みを

求めての行為であった。私自身はK2の威風堂々

とした三角錐の 8,61l mの 高みに立ちたくて隊長

として遂行 した。一応隊としては16名中 3名が ピ

ークに立って成功 したが、私は立つ事が無 く '85

年のK2は終了した。

再度K2に行きたい。 ピークに立ちたいと云う

願望は打ち消される事なく、よリー層強いものと

なって燃えあがってきた。もう一度K2へ′ ど

うせ再度行 くなら違った時期に行 ってみよう。と

云うのが冬期K2への発想となった。だが、冬期

となると並の考えや行為ではなすすべもないだろ

うと云 う事は容易に判る。ネパールが冬期登山を

解禁 してか ら次第に冬期登山隊の数も多 くなり、

貴重な資料 も出されてきているが、カラコルムと

なると少 く、さらにバル トロ氷河に至っては全く

と云っていい程無に等 しい。

冬のスカル ドはどうなのか、アスコーレはどう

なのか、当然ながらバルトロ氷河の様子などは予

想 もつかないのが現状である。

冬期K2に向う前に、冬期の各地域の様子を知

らなければならないし、即冬期K2に向う事は余

▲冬期パル トロ氷河を行 くポーター

リにも私達には不遜に思える。先ずそれらを解決

する為に冬期バルトロ氷河に入る必要があり、冬

期又は秋期にK2に近い位置で 8,000m峰 に登る

必要 も出て来た。 3年程を費や して再度冬期K2
に向う構想も組み立て られた。構想が芽ばえても

構想にあった実践が遂行出来なければ意味がない。

その為に私は昨年から自由の身になった。

冬期 K2の第 1段階 として、私と熊田の 2名 は

冬期バル トロ氷河への計画を進め、'87年 12月 4日

成田を発った。 9日 にはスカル ドに降り立ち、13

日に最奥の村アスコーレにテントを張った。さら

にバル トロ氷河を歩き、12月 26日 に目的地のK2
のBC(5,200m)に 到達出来た。冬期K2国際

隊と同 じ年と云う事でラッキーな面 もあったが、

それだけでは冬期K2に、冬期バル トロ氷河は解

決出来ない事も体験 して来た。

出発前に「無意味な事だ」、 「何故偵察を」、

「スカル ド、アスコーレは寒 くて、雪が多くて…

…」、「冬のバル トロ氷河なんて行けないだろう」

等々の言葉を聞いたが、全ての事はやはり行って

みなければ解明できなかった事であったし、今回

の偵察によって冬期K2登山の可能性 も自分の目

で見、身体で感 じて くる事が出来た。

イスラマバー ド～スカル ド
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30分 (現地時間、時差 4時間)に イスラマバ ー ド

空港に到着 した。乗客が少 ないので、かなリオー

バー した機内預荷物 も早々に受取 り、通関は簡単

な□答で済む。早 々に出迎えに来て くれていたシ

ルク・ ロー ド・ ツ ァー・サ ~ビ スの督永 さんと逢

う事が出来た。車に満載 しシルク 0ロ ー ドに入 る。

他の客の為に近 くの シャハ ラザール・ ホテルを予

約 しておいていただ く。

翌 5日 、官庁関係は休み (金・土の週休 2日 制 )

なので シルク・ ロー ドで持参 した装備 。食糧 とデ

ポ品の整理をお こなう。ポーター支給品として督

永 さんより種 々提供 していただ く。夏期のあのク

ソ暑さは無 く、太陽の陽射 しの下では半袖、日陰

に入 ると上着が必要 になる程で、体を動かすには

最適の気候だ。途 中で我々のガイ ドとなるモハメ

ッド・ア リ氏 ('85年 の K2の時にウル ドカスで会

い、その後 もBCまで肉類を運んで もらっていた

人だった。)か ら連絡が入るが、冬期 K2国際隊

の第 2次隊は11月 上旬にバル トロ氷河に入るが、

ゥル ドカス付近で ポーターは帰 って しまい、その

後ヘ リコプターを使用 している。ウル ドカスの積

雪は40～ 50cm、 アス コーレも雪 との事。第 3次隊

は 12月 11日 頃にスカル ドを出発、ポーターには完

全装備支給でポーターを確保 してい るらしい。我

々のポーターは どうなるか ?ポ ーターの確保が難

しい らしく、以前 より元気の無い話 し方だ、と督

永 さんが伝えて くれた。

夕方、今年、東洋大の連絡官 として K2に行 っ

た シァー・ カーン氏が来 る。 9日 に日本に行 くと

の事だった。彼 には、HAJの 冬期 K2遠征の時

は連絡官を して ほ しい旨伝える。彼 として も冬期

K2に はかなり興味をいだいている様子だ。そ し

て、'85K2の 時 にお世話になった高橋氏 (弘前大

oB、 在 イスラマバー ド)が手に飲物 を持 って来

て くれる。

6日 、外国人登録後に観光省にて情報収集 (来

年の 日本隊は13隊 に許可で、私が隊長を務める秋

期 ガッシャープルムⅡ峰の許可は、 トレッキ ング

終了後に渡す と云 っていただ く。)そ の後、 シル

ク・ ロー ドにて ガイ ドのモハメッドと会 うが、冬

期 K2国際隊はポーターが集まって いない。我々

の方は集 まるかどうか心配だ、とい う様子で彼に

個装の支給を していても、今ひとつ元気がない。

ガイドと別れた後、ポーターに支給する為の羽毛

服をホリディー・バザールで何とか調達、15時過ぎ

に在パキスタン。日本大使館に行き、'85年の時に

お世話になった鷲原氏に面会、ヘリコプター使用に

関する誓約書にサインをしていただ く。今年は日本

隊で 2件の死亡事故があったと心労を話され、私

達にも十分気を付ける様にてとご助言をいただく。

バル トロ氷河の トレッキングは制限ゾーン (詳

しくは ヒマラヤNo 191参照)になる為に、ガイド

の同行が必要になり、ガイドとポーターの保険、

ヘリコプター使用時の誓約書 (以前に トレッキン

グでヒスパー氷河、バル トロ氷河でヘ リコプター

を要請 したが、要請者が死亡 したり、連絡不明に

なったりしていたので、それらを防止する事もあ

る様子)と 、外国人登録、ガイ ドに個装の支給を

済ませ、観光省に トレッキングの申請を行ない、

許可取得後にブリーフィングを行なう、登山隊と

何ら変るところがない。東部カラコルムでの対イ

ンドとの紛争からも、同地域に入る場合は一段と

厳 しくなったという話 しも聞 く。

ガイドには、保険の契約と トレッキング許可申

請を依頼する。冬期の場合になると保険会社も一

社に限られてしまう。

適当な気候は行動をスムーズにさせ、一日にか

なりの仕事がこなせた。夏期には到底考えられな

い今日一日の仕事の収獲だった。

7日 午後には、ラヮルピンディーに行き、モハ

メッドと3人で不足しているポーターの羽毛服と

ヶロシン・ス トープの購入。 8日 には許可を取得

し、プリーフィングを行なう。許可は一ケ月間で、

ポーターの支給品はどうかとガイ ドが聞かれてい

た。その後、モハメッドと打合せ しポーターの個

装を再点検するが、これではウル ドカスまでだろ

うとか、だが、モハメッドはポーターが集まって

いるかどうかの方が心配の様子であり、我々にも

判る。

我々とすれば、とにかく許可は取得 した。ポー

ターが集まらなければ、まずスカル ドでアスコー

レまでのポーターを集め、アスコーレでは、ハー

ジ ●マディーン氏に頼み、入れる所まで。どうし

て も無理な時はパイユまででも、その後は態田と
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2人で登山の原点にかえ り、K2Bcま で行 こう

と云 う気持は日本を発つ時か らあ ったので我々に

は動揺のかけ らも無かった。 いずれにせよ12月 は

寒気は厳 しくとも、積雪はあまり無 いだろ うとい

うのが私自身の安易な考えなので降雪によって身

動 き出来な くなることは少ないだろうと思 ってい

た。新聞に冬期 K2国際隊の記事が載 っていた。

4日 間で順調に準備を終え、 9日 には、 7時 に

イスラマバー ドを飛び立 ちスカル ドに向った。席

の都合で ファース ト・ クラスに座 った我々は出さ

れ た朝食 もそこそこに席を立ち、右手のナンガ o

パルバ ットに食い入 った。ナ ンガより若千高 目の

高度か らの眺望は、ディア ミール側か ら北面へ と

全容が望める。ルパール側は見えなか ったが、左

側 の窓には、 ヒンズークシュか らフ ンザ、さらに

バ インター・ ブラック、 ラトック山群、K2、 ブ

ロ~ド ・ピーク、マッシャーブルム等の山々が確

認 される素晴 らしい景観だが、 ア ッという間に下

降に入 って しま う。 もう少 し飛行時間がほ しいと

ころだ。下降を続 けていくと、見覚えのあるスカル

ドとインダスの大河がせまって来 る。スカル ドを

囲む山々には雪があるもののスカル ドとその付近

には雪は見えない。 ポプラの木立 は葉を落 し、回

りの岩 と砂に同化す るがごとく土色に見え、寒々

とした感 じを受けぎるを得ない。冬のスカル ドに

来 た、といぅ実感がわ く。寒 いだろ うと心の準備

125rn

をしていたが機外は心の準備とは同一ではなかっ

た。空港に集まる人達の姿を見ると厳 しい時期と

もおもえない。後を 振 り返ると、すでに飛行機

の回 りには機を背 に した軍人が、銃をさげて立

っている。シアチェン氷河での交戦を物語ってい

る。

小型 トラックに荷を積み、ホロのかかった荷台

に乗 り街に入るが、体がす っかり冷えてしまう。

路面には雪、氷は無いが、左右の水たまりには氷

が張 っている。街の中心部に入る手前のフンザ・

イン・ホテルに入る。先は、スカル ド入 りした。

ポーター確保の件が一番心配だったが、夕方に

は 7名 が来るという。モハメッドも我々もホッと

する。モハメッドの事務所はスカル ドが拠点 らし

く、そこからの連絡なのだろう。モハメッドは 7

名のポーターが夕方来ると伝えると共に、イスラ

マバー ドでの弱気はすでに無 くなり生々としてき

た様子だ。そして種々手配に動いている。

熊田と2人でバザールの下見に行 く。「スヵル

ドは雪だ」「非常に寒い」「バザールはほとんど

やってない」といった出発前に多くの人達か ら聞

いた言葉だつた、が、どうだろう。街中には雪は

無 く、太陽の下では暖か く、バザールは裏道まで

開店 しており、道は所々ぬかっているが、往交 う

人達は多く活気にあふれている。まわりの山々は

真白に輝き冬を印象づけている。バザールで日に

-3-
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つくのは冬の為か、身につける物が多い。中には

日本の何々中学校と氏名を付けたままのジャージ

の上下がかなり出回っている。夏期と変らないの

は、女性の姿が全くないことだろう。途中で'85年

K2の時のアシスタント`サ ーダーと会った。彼

も11月 に冬期K2国際隊でウル ドカスまで入った

ので様子を聞 く事が出来た。

翌10日 は 7名のポーターに個装 (シ ュラフ、羽

毛服、ジャケット、ジヤージ上 。下、セーター、

帽子、登山靴、スパッツ、手袋、靴下、サングラ

ス等)の支給とア ドバンス賃金の支払い。その後、

食糧、ケロシン等の購入を済ませ、11日 には出発

出来る事になった。ポーターが確保されれば他は

何 ら問題になることはな く、順調なスタートにな

りそうだ。

冬期K2国際隊がスカル ド入りしたというが、

会う事がなかった。フンザ・イン・ホテルには国

際隊のハイ 。ポーターとなるフンザ地方の人達が

かなり滞在 している。スカル ド、ダッソー付近の

ポーターは冬期バルトロ氷河には入りたくない様

子なので、フンザ方面か ら呼びよせている。

スカル ドは朝、夕の気温が 5～ 7℃、日中太陽

が出ていると、太陽の日射 しを受け、ウトウ トと

するのには丁度良い。太陽が沈むとそうはいかな

いが。室の中は寒 く、朝は中々ベットから離れら

れない。

K2BCを 目指 して

12月 11日  スカルドー (ジ ープ)一 ポルジョ

7:oo +6℃ 曇り 2,250m

(高度計の指示は、東京での高度をそのままにし

ておいたので、目安としてほしい)

スカル ドの街はずれのガソリン oス タンドでガ

ソリンを入れたジープ2台は、ガイ ド1名、ポー

ター7名 、隊員 2名 と隊荷を積み出発する。イン

ダス河を渡 り、広大な砂地を突切り、シガール河

が望める峠に達する。'85年夏には、岩と砂とシガ

ール河の流れだけの中にも点在する緑があったが、

今は一点の緑 も無 く、河は雪と氷で自く、どんよ

りとした天候が寒さと、もの淋 しさを一層加味さ

せている。疑いも無く冬の景観だ。入山前の緊張

をさらに強 くさせられる。

シガールの寒い食堂で甘いティーとゆで玉子の

昼食、付近にはやけに氷が目につ く。ゎずかな家

並をはずれると、枯れた草、木を休む間もなく食

む牛・羊がせわしく動いている。 ジープはシガー

ル河左岸を走り、やがてシガールの流れから別れ

てブルラルド河になるとダッソーに着 く。村の中

の立派な橋を渡ると'85年の時にキャラバンをスタ

ー トさせたレス トハウス。ダッソーの村の中にも

雪は無い、どんよりとした雲はす ぐ上まで漂い雪

線はかなり下っている。ダッソーから先、以前の

高捲の始まった地点の少 し先に、これも立派な橋

がかかっていて ('85年 の時は帰路、一本のワイヤ

ーロープと籠が下っていた)文明の力はさらに奥

まで我々を運んでくれる。左岸の車一台がやっと

の道路は、以前よりもかなり整備され工事中の橋

もあった。対岸上部には高まきルー トが見える。

今後はもう通ることもないのだろうか。

やがて細長い一軒の家 (4～ 5軒に仕切られて

おり、 2～ 3店が入っている)と 、道路を扶んで

畑が広場になった地点にジープが停まる。そこが

ポルジョというらしい。ダッソーから歩いて 3時

間程だろうか。

スカル ド～ポルジョ (ジ ープ賃 )

小型、 1,000 P S 中型、 1,200 PS

(レ ート、12月 7日 、 1ド ル=17.37 PS)

広場にテント3張を設営、ガイ ド、ポーターで

2張 (冬天)、 隊員 1隊 (夏天)、 再度隊荷の計

量をするがもう 1名 が必要になり、手配をする。

16:oo +7°C 曇り     2,580m

18:00 +4℃  晴 (星空) 2,580m

12月 12日  ボルジョ～ホ トン

6:00  0℃  曇り    2,630m

▲冬期パル トロ行はポーターの

-4-  も大 きな問題である。
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7:00 -2℃ 曇り    2,630m
昨夜は満天の星だったが、今朝はどんよりとし

た曇り空。 6時 30分頃より明るくなる。

昨日アレンジしたポーターが来ないので分散す

る (ポ ーター、25k9/1人 、 ウル ドカスまで。ウ

ル ドカス以降は20k9と の事 )。 後日オーバー分を

賃金で支払 うことにする。我々2人 も早々に25k9

程を背負う事になり、キャラバンはスター トした。

ブラルド河を流れる水流は夏期よりかなり少な

く、対岸の人達は河を渡 ってこちら側に来る。道

路は続き、ポプラ並木さえも岩や砂で出来ている

のかと思われる程に、緑を失なっているチャポ村

を対岸に見、やがてポルジョ。ゴンという所で休

憩、岩の回りにキャンプの跡が残り、辺 りには平

担な畑が広がる所。'85年帰路にビバークした場所

だが、夏期はここまでジープが入るという。スカ

ル ドからジープで入り、建物 も何 もないここまで

来て、飲料水はブラル ド河の水を用いる事になる

のだろうか。

道路はさらに続き登 りきった付近でブラルド河

に、向けて小道を下降する (2,860m)。 ブラル ドの

流れが一番狭 くなった所に橋がかかっている(2,730

m)。 対岸の右岸を登る。夏期登山の場合、入山

時は水辺の近 くをわずかなアップ 。ダウンを繰り

返 しながら行けるが、帰路は 2ケ所程かなりの高

捲をさせられる。水流の少ない今は、時々水を利

用 しながら水辺を行ける。途中で昼食、彼等から

ロティーやティーをもらう。今回の食糧は、ガイ

ドのモハメッドがポーターと同じ食物と量で済む

事が出来、人数が少ないので行動はほぼ同一行動

となるので、行動中に我々の方からビスケットや

アメを配り、昼食時は彼等から貰う様なスタイル

になる。

12:00 +3℃  曇り、時々小雪が舞 う。

岩 と砂の中の行動中にも、所々の小さな流れに

は氷が付き、ツララが下っている。ブラル ド河の

流れの中、水 しぶきがかかる岩には氷の帽子さえ

も見えてくる。

チ ョンゴ手前の高捲はしない。今 日の宿泊はホ

トン (HOTO)と モハメッドが言 う。高捲を しな

い、ホ トン泊という事は、プラル ド河を渡る必要

がある。行ってみると、やはり高捲の必要は無く

高捲地点の少 し先に橋が見える。水流の少な くな

る12月 頃より橋をかけるという。いずれにせよ高

捲を しな くてすむのはポーターにとっても、我々

にとってもラッキーなことだ、重荷のザックでは

なおさらの事。

対岸の畑の中程を河に沿って行 くと、高捲途中

から望める立派な建物が 2軒在る付近にテントを

張る。一軒は病院で、もう一軒は学校という。こ

の場所にと首をか しげる所だ。16:40着。

18:00 -4℃  晴 (星空) 2,900m
いよいよマイナスの世界に入る。ポーター達は

今夜 も外で火を焚 き食事をしている。

12月 13日 ホ トン→アスコーレ

6:00 -7.5℃  晴 (星空)2,850m
7:00-7℃  晴    2,850m
今朝は晴れているからだろう寒気が厳 しく感 じ

る。昨夜は寒さの為かポーターの声がいつまでも

聞こえていたが、早 くから火を焚いている。太陽
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の日射 しが無いと仲々動きたくないか 8:35出発。

運動靴ではすぐに足が ジンジンとして くる。

再度橋を渡り、しばし登るとチ ョンゴ村の畑の

一角に立ち、太陽の恵みを受けると全身が生き生

きとする様だ。畑と葉の落ちたポプラの木立、家

々、働 く人々の姿があり、遠 くに雪煙のたなびく

マ ッシャーブルムが望める。

チ ョンゴ 9:35 -0.5℃  晴 2,960m

牛、羊は枯れた草を食み、人々は畑の中の土か

肥料なのか小さな背負いに入れて運搬 している。

"は山々にあるのみ、のどかな風景だ。

チ ョンゴ村の先には温泉が在る。約 3,000mの

手を抱 く山々にかこまれたこの温泉は、ぬるくと

も今までのはこりを払い、気分さえ も和 らげて く

れる。だが気分さと共に筋肉をも和 らげてしまい

重荷がグッとこたえて しまう。アスコーレまでも

道には雪は無 く、回りの山々は自 く輝やいている。

冬のェベレス ト街道の様だ。

アスコーレでは村に入る手前の広場に 1張のテ

ントを設営 し、熊田と入る。モハ メッドとポータ

ーは村の中へ、専用の室があるらしい。村人が何

人かづつテントをのぞきに来る。羽毛服を着た人、

コフラックスの登山靴を履いた者 もいる。村長の

ハージ 。マディン氏宅に行ってみるが不在だった。

アイベックス (野生羊)を撃ちに行ったとの事。

夕方、モハメッドが来て、現在精製されたアタ

が無 く、明日精製するので明日休養 日にしてほし

いと連絡に来る。パイユの休養日と変更にすると

いう。OKにする。

18:00 -6℃  晴 (星 空) 3,050m

12月 14日  ァスコーレ (停滞 )

6:00 -11℃  晴 (星空) 3,010m
7:00 -10℃  晴     3,000m

今日は片岡君の「結婚を祝う会」。 日本までの

時差を考えると、もうソヮソヮしているだろうな

と2人で笑い合 う。「オメデトウ」の電報をうっ

たつもり……にする。

ハージ ●マディン氏が来る。私を覚えていて く

れた様子。彼の家に誘われ、昨日獲 ったというア

イベックスをいただく。

12:00 -0.5℃ 曇 り  3,000m

今回もァスコーレの村の中を歩 く。家の作りや

生活の場所を考えると、冬期と云え ども積雪はそ

れほど多 くはないように思えて くる。

18:00 -1℃  曇 り(所 々に星)3,010m

冬期 K2隊 が追付 いて くるのではないだろうか

と思 っていたが来なか った。 モハ メッドが話 して

いたポーター確保 に苦労 しているのだろうか。

12月 14日  アスコーレ→ コラホ ン

6:oo -6℃  高曇 り(月 がばんやり)3,030m

7:00 -4℃  曇 り       3,020m
昨 日もそうだ ったが 5:30に祈 りの声。再計量

するとどうして も7名では無理で 1名増やす。デ

ポ品をハ ージ ●マディン氏宅に依頼 し8:40発 。

村人達はすでに、畑へ土運びに働いている。ブラ

ル ド河の右岸を進み、夏期の高捲は、氷を利用 し

なが ら水辺 に沿 っておおき く回 り込むと、ビアフ

ォー氷河舌端が 目に入 る。雪は付 いていない。 ビ

アフ ォー氷河か ら流れでて くる河の両岸は次第に

氷が多 くなり、途中か ら氷を利用 して対岸に渡 る。

高捲を何回かパス したり、水を利用 して近道 した

り、冬な らではの ことだろう。

12:00 +1℃  曇 り    3,000m
ビアフォー氷河の舌端をおおき く回 り込んで行

く。波打つ氷河の奥には、ガスの中に岩峰が望め

る。 ビアフォー氷河か らパスを越 し、 ヒスパー氷

河を も歩いてみたい。

やがて今 日の宿泊地で、大きな岩 のあるコラホ

ンに着 く。 14130。 前方 にはデュモル ド河との分

岐 とバ リュデュマ ン方面が続いて いる、山々は白

く、すでに日陰にな っているので寒 々としている。

18:00 -4℃  晴 (星空) 3,065m

羽毛の下着 (上・ 下)を着る。

12月 16日  コラホン→ スカンポ・ チ ョコ

▲たちまち足の感覚がな くなって しまう

冬 のデ ュモル ド河の渡渉。-6-
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6:00 -6℃  曇り (三日月がぼんやり)

7:00 -5℃ 曇り     3,080m
今日も出発は 8:40。 6時 に起床としているが

寒さの為に遅 くなってしまう。早 目に出る事は無

理だろう、寒すぎる。

デュモル ド河の渡渉は夏でさえ も仲々のものだ

が、今日の渡渉は流れの両岸に氷が付いているの

で氷を踏みつけてから流れに入るため、氷を踏む

だけで感覚がな くなってしまう。膝付近までの水

ヨ巨0

バ リュデュマ ン手前で昼食 とす るが、太陽が顔

を隠 し、河下か ら微風が くるだけで身震いす る。

12:00 0℃ 曇 り     3.160m
河の右岸の水辺をつめて行 くが、水は夏 とは違

い澄んでいる。夏のあの色、あの濁 りをお もうと、

今の澄んでいることが想像出来ない。水量は少な

く、水色に光 る氷が多 くなって くる。

先頭を歩いて いたポーターが振返 って、後者に

歩みを止める様 な ジェスチ ャーを している。 ソー

と前方を見 るとアイベ ックスが 5～ 6頭斜面を登

っている。 と、銃を持 って来ているアスコーレか

らのポーターが銃 を片手 に持 ち、反対側か ら登 っ

て行 く。かろやかな身の こな しで行 く。それらの

ながれを望観 していると、アスコーレの山奥でな

く、全 く異次元の世界にいるのではないか といっ

た錯覚にさせ られて しまう。銃の音 はなか った。

わずかに行 くと、小さなキャンプ・サイ トでス

カンポ・ チョコといっ。

15:00 +2℃  曇り    3,240m
18:00 -2℃  晴 (星空) 3,240m
ポーター8名 を含む11名は、人数 も少ない事も

あろうが、すでに 1つ の隊の様で、お互いにキャ

ンプ・ サイトの整地や設営を手伝ってくれる。そ

して、ロティーやティーを運んで くれる。

12月 17日  スカンポ・チョコ→パィュ

6:oo -9℃  晴 (星空) 3,220m
7:00 -9.5℃ 晴    3,215m
雲が多 くなってきた 8:35頃 に出発。ルートは

夏期とは違いほぼ水辺通 し。途中ヘ リコプターが

低空飛行で行くが国際隊のメンバーの様子だった。

軍のヘ リコプターは、毎日の様に飛んでいる。

河原か ら推石丘状を越 して行 くとバル トロ針峰

群が目に入って くる。さらに右岸の河岸段丘を行

くと、針峰群と長大なバル トロ氷河、さらに広大

になるプラルド河が一望出来る。バルトロ氷河は

黒々として、積雪はなさそう。バル トロ氷河が望

める所まで来る事が出来た。左手のパイュは夏の

緑は無いが、木立が確認出来る。

一担、河原に下 り、澄んだ水辺の端を歩き、パ

イユに上る手前で、ハダカになり体を拭 く。

12:30 +5℃  晴     3,370m
頭上には青空が広がっているが、右岸山側の上
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空には黒い雲がずっとおおったままだ。パイユは

緑の葉は完全に無いが、夏同様に岩と砂の世界を

歩いて来ると、やはり安堵感を覚える。水の心配

をしていたが流れは氷る事が無かった。やけに牛

が闊歩 している。

15:00 +5℃  晴  3,410m。 右岸に雲。

ポーターの今後の主食となるロティーを焼 くの

にこれか らでは時間が無いので、明日停滞 してほ

しいと言 ってくる。モハメッドと話 し合うが結局

は休日とするしかない。

18:00 -3℃  晴 (星空) 3,395m

12月 18日  パイユ (停滞)

6:00 -12℃ 晴 (星空) 3,350m
7:00 -13℃ 晴     3,340m
寒い朝になる。こんな時は木・草・岩・砂さえ

も凍てつ く様子で、歩いていても砂ばこりはたた

ない。ここも雪は無かった。

朝食後、不調を訴えていたポーター頭が、パイ

ユまでと予定 していたアスコーレ・ポーターと下

降していった。

一人で散歩に行 く。パイュのBC方面へ登 って

行 く。バル トロ氷河の波打ちが婉々と伸び、針峰

の間に三角形のムスターグ ●タワーとブロー ド・

ピークの独得の山容が望めた。

12:00 +5℃  晴     3,350m
15:00 -3℃  晴     3,360m
テント内でゴロゴロしていると、ポーターが何

人か上って来た。国際隊が来た様だ。彼等はつい

に来た。ポーターを確保 し行動する事が出来たの

だろう。

ポーターは自分達の寝場所を決め火を焚きはじ

める。隊員は樹林帯の手前にテント設営 している。

夕方、ザヴァダ氏に逢いに行 く。高所ポーター、

隊員が忙が しく動いている。真赤な羽毛服を着た

隊員の中に隊長のザヴァダ氏がいた。我々が入っ

ている事は知っていた様子で快 く応対 して くれた。

熊田の通訳で何とか話 しが出来た。話 しの最後に

コンコルディア、K2BCは -20°C以下になるし

積雪 も多い。装備は大丈夫なのかと聞きながら、

我々 2人の頭か ら足先まで見て心配の様子だっ

た。

18:00 -7.5℃  晴 (星空)3,360m

国際隊のポーターは、いつまでも火を焚き話し

声が聞こえていた。

12月 19日  パイユ→ リリゴ

6:00 -13℃  晴 (星空) 3,330m
7:00 -13℃ 晴     3,315m
国際隊のポーターは、 ウル ドカスまで行 くアス

コーレとダッソー付近の人達約 150名。ゥルドカ

ス～BC間のピス トンを行なうフンザ方面の人達

60名程 との事。前者は夏の支給品、後者はハイ・

ポーターという事で個装一式を支給するらしい。

現在はシュラフのみを支給されている。したがっ

て前者のポーターはシュラフ無 しで夜を過 してい

る。一晩中火を焚きなが ら話し合 っている様子だ。

又、彼 らは、我々のポーターにどの位の賃金を払

っているのかと聞いて くる。

太陽がテントを暖めだ した 9:00に準備開始 し、

10時 に出発。国際隊は休養。

氷河舌端 11:30 -1℃  晴 3,320m
バル トロ氷河のガレ場のアップ 。ダウンを繰り

返す。前方には トランゴ 。キャシー ドラル山群が

青空の下に突き上げている。 トランゴ・タワー岩

峰も望める。夏と同 じように雪はあまり付けてい

ない。氷河を横切り、左岸をつめて行 くと次第に

雪が現われはじめ、ガラ場の下のキャンプ・サイ

ト、リリゴに到着 した (15:00)。

15:2o -8℃  晴     3,650m
ゎずかな太陽の陽射があるうちに、寄贈してい

ただいたポーター用 シュラフの撮影をする。太陽

が沈むと同時に急激に気温が下って くる。テント

に入リラジウスを焚かない事にはどうしようもな

い。明朝の出発までテントの中に入ったきり、毎

日がこの事の繰り返 しになってしまう。

18:00 -11℃  晴 (星空) 3,640m
12月 20日  リリゴ→ウル ドカス

6:00 -18℃  晴 (星空) 3,630m
7:00 -17℃  晴     3,630m
日照時間の少ない場所は気温が上 らないのだろ

う。今朝はあっさりと-15℃を切って しまう。 9

時に出発する。太陽はまだまだだ。さらにウルド

カスまでは氷河と左岸の中間部を辿るが、ほとん

ど太陽の恵みは無 し、歩きながらも寒さを感 じる。

積雪は少 しづつ増すが足元は運動靴。寒 く冷たい
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▼バル トロ :ま パ スタン軍 のシ ル タ 3ケ

一日になった。

12:00 -13℃ 晴     3,810m
前方には、ブロード・ ピークやGⅣが見えて く

る。歩 くのがうんざりして くる頃、ウル ドカスが

見えてきた。夏期のテント場は雪の斜面に変って

いる。その下に国際隊のテントが数張あり近づ く

と隊荷がかなりあって、ヘ リポートも作 られてあ

る。まだ約 1,200k9あ るという。

お茶を御馳走になり、その付近に我々もテント

を張る。

18:00 -18.5℃  晴 (星空)3,930m
とにかく寒い所だ。一日の日照時間が30～40分

程だと、常駐 している国際隊の隊員が話 していた。

12月 21日  ウル ドカス (停滞)

6:oo -25℃ 晴     3,930m
7:00 -24℃ 晴     3,920m
アッという間に-20℃ の大台に乗 って しまい

-25℃を記録 してしまった (国際隊の記録による

と-27℃ との事)。 隣りのポーターのテントでは

ほぼ一晩中ラジウスの焚 く音と話 し声が聞 こえて

いた。寒いのだろう。スカル ドでの話 しではウル

ドカスからは 3名 のポーターがその後も行 く事に

なっていたが、ここまでも実際に行ってみなけれ

ば判 らないだろうと考えていた。さらに 3名 がウ

ル ドカスか ら先も行くと云 う話 しだったが、最悪

の事になるかも知れないと頭にあった。その答が

出たのは、我々のテントを撤収 しデポ品をまとめ

ている時、 3名の内、 2名 は不調なので下降 した

いと云われる。 9時頃でも気温は -20℃位はある

だろう。登山靴を履いても手、足はジンジンとし

ている。これから先は積雪も加わ リー層厳 しい条

件になろう。不調で降りたいというポーターに強

くは言えず、お礼を言 って、握手を交す。

いよいよピス トンを しながら行動すべきかと考

えているとモハメッドは、今日、国際隊のポータ

ーが上って来るので降りるポーターの中か ら2名

探すので今日は停滞にしようと云 う。確実に雇用

出来そうな話 し方なので停滞にする。

(ポ ーター賃金)

日当 (200PS)+食 糧 00PS)+リ ターン(50PS)

合計 270P S

休養日 100 PS

12:00 -18℃  晴 (巻雲) 3,930m
15:00 -16℃  晴 (〃 ) 3,930m
夕方、モハメッドが来て結局確保出来なかった

との事。何となくそんな気がしていたので明日から

の行動を再検討 していた。国際隊はウルドカス入り。

18:00 -20℃  晴     3,940m
12月 22日  ウル ドカス→ビアンゴ付近

6:oo -24℃ 晴     3,945m
7:00 -23.5℃ 晴    3,945m
8:30分に撤収 していると、フンザのサーダー
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と話 して降るポーター 2名が確保出来そうだと云

う。デポ品をまとめたり出したりしながら待つ。

そんな事をしている頃、ハイ・ ポーターとなるポ

ーターは国際隊より個装一式を支給されている。

登山隊と同じ様な装備一式で、俺達 もほしくなる

ような装備だ。結局、ポーターはダメになる。再

度デポ品をまとめ、デポ品をザヴァバダ氏に頼み

彼等のメステントの付近に置かさせて もらう。

ガイ ド1名、ポーター 1名、隊員 2名 はやっと

11:50頃にウル ドカスを出発する。氷河の中に入

ると太陽の下では暖かい。

12:10 -9℃  晴     3,960m
やがて、パイユ、 トランゴ、キャシードラル、

ムスターグ、プロー ド、GⅣ 、GⅡ 、 ヒドン・ ピ

ーク、そしてマッシャーブルムのバル トロ氷河を

囲む山々が夏期よリグッと近い様に見える。

我々の後から国際隊も行動を開始 し、15時頃に

テントを設営すると彼等 らも同じ様にする。ザヴ

ァダ氏も上って来た。

16:00 -13℃  晴     4,150m
18:00 -16℃  晴 (星空) 4,150m
12月 22日  ビアンゴ付近→ゴレ

6:00 -18℃  晴 (星空) 4,110m
7:00 -18℃  晴     4,110m
昨夜は初めて風が吹いていたが今朝はおさまる。

8:30に 太陽がテントを暖めると行動開始。国際

隊より早 く9:40に 出発するが、ウル ドカスから

は 4名 とも25～ 30k9背負っているので行動は鈍く、

国際隊のポーター、隊員の人達と前後 しながらゴ

レに達する。

ゴレ手前 12:00 -7℃  晴 4,200m

15:30ゴ レ、傾いた太陽と微風は一層寒気を漂

わせて くる。軍の基地がある。

18:00 -19℃  晴 (星空) 4,350m
12月 24日  ゴレー)コ ンコルディア

6:20 -23℃ 晴 (薄明り)4,320m
7:20 -22℃ 晴     4,300m
今日も太陽があたってから準備。外に出ようと

いう気持になる。 9:40出発するが、ゴレからは

完全な雪の世界で、 しっかりした トレースが続い

ている。昨日同様に、国際隊と前後 しながら行動。

続く晴天は展望を満喫させてくれるし、行動中は

▼国際隊の A・ ザヴ

暖かい。

コンコルディア手前12:20-9℃ 晴 4,430m

14時頃にコンコルディアの軍基地に到着。その少

し先に我々はテントを設営する。K2BCと ガッ

シャーブルムBCへの基地となる。K2のアブルッ

ィ稜が望める地点だ。国際隊はさらに奥へ入って

行った。この付近の積雪は 1～ 2m程ありそうだ。

少し先まで行 くと、 2年半振りにK2と 再会出

来た。'85年 と同じ様に威風堂々としていた。雪は

夏と同 じ位に望める。

18:20 -21℃  晴     4,545m
明日は計画通りの休養、今までの急に決った停

滞でなく気分的にゆっくりする休養 日。

12月 25日  コンコルディア (休養 )

6:40 -22℃  曇り    4,560m
初めて寝過 してしまう。パイユ方面に黒い雲。

全体に高曇り、悪天周期に入るのだろうか。

7:20 -22℃  曇り    4,550m
12:20 -12℃ 曇り    4,560m
18:20 -19℃ 晴 (星空) 4,560m
今後の行動について検討する。当初はガッシャ

ーブルムBC方面、そしてK2BCと 考えていた

が、ウル ドカスからポーターが減 った関係で食糧、

ヶロシンはギリギ リになった為、まずは最大の目

的としているK2BCを 先に行 く事にする。K2
BCも滞在は最高で 2日 間となった。

12月 26日  コンコルディアー)K2BC

6:20 -21℃  晴 (薄 明り)4,530m
7:20 -20℃  晴

デポ品を軍の基地に頼み 9時 出発。 トレースは

基地よリー担GⅣ方面に向い途中で左、右に別れ
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ている。右はガッシャーブルム方面で、 トレース

は軍の人達がつけている様子だ。

左手の トレースに入り、ゴ ドウィンオースチン

氷河へと入って行 く。アップ・ ダウンの トレース

を行 くと冬期K2が正面に君臨 しているのが望ま

れる。ルー トは氷河の中央モレーンをつめて行 く。

左、右に氷塔が立ち並んでいる。登るにつれて積

雪の量が少なくなってくる。

12:20 -6℃  晴     4,720m
K2、 ブロード・ ピーク山頂付近からは東方に

雲がたなびいている。ブロー ド・ ピークのルー ト

上は蒼氷が光っている。

意外と時間を費やして、黄色のボックス型のテ

ントが並ぶテントと派手な ドーム型のテントのあ

る国際隊のBCに到着 し、その手前に我々もテン

トを設営する。15:20。

(気温、温度等の測定が20分になっているのは、

どうも24日 から時計が狂った様子。27日 夕になっ

て気付 く。)

冬期 K2BCに て

1)BC入 山

12月 26日 に目的 と していた BCに到着 したが、

スカル ドを出発 して 15日 間で入れた事は種 々要因

に恵 まれたか らだ と考える。

。ポーターの確保

軍 の基地がバル トロ氷河上に 3ケ所、ガ ッシャ

ーブルム方面に 2ケ所設置 されており、 さらに

冬期 K2国際隊が入 るという事で、ガイ ドも同

行 を OKし ただろ うし、ポーターも行 く気にな

ったように思われる。

0ト レースの使用

上記、軍の移動、国際隊の行動 による トレース

を使用することが出来た。

。天候

行動の前半では曇 り (上部では雪 と思われ る)

で、後半 になって連 日の晴天は順調な歩み とな

った。

種 々の条件が良 い方向で重な り、順調に目的地

に達せ られたのは幸運だ った。

2)国 際隊の動 き

コ ックとキ ッチ ンの 3名 は、すでにBCに 3ケ

▲冬期K2 の B
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月程滞在 しているという。第 1次隊荷のデポ品の

見張りも担っている様子。

12月 25日 に第 3次隊がBC入 りして27日 より行

動を開始 した様子で、27日 には早朝に 2名、午後

に 2名がそれぞれ上部へ移動 していった。

酸素については、医療用として各キャンプに配

置 し、ファイナル・ キャンプとアタックには積極

的に使用するとの事。酸素 レスは次の世代へと言

っていた。

我々はBCに 2日 間滞在 したが、 2度の夕食に

ザヴァダ氏から声がかかり、御馳走になる。まだ

全ての隊荷が上ってないこともあろうが、現地食

をかなり用いていた。 2日 間の滞在中、自分自身

の語学力の全 くない事がこれ程までに腹立だ しい

ことが無かった。ザヴァダ隊長には種々聞きたい

事はあったし、何よりも、冬期遠征に向う時の隊

長としての精神力をどの様にして養うのかを聞い

てみたい事だった。又、冬期エベレス ト、カンチ

ェンジュンガが登頂者の人達とも思 う存分話 しを

してみたかったのだが……。

3)気温・天気

12月 26日  18時  -17℃  晴    4,950m
12月 27日  6時  -20℃  晴 (星空)4,940m

7時 -18℃ 晴   4,930m
12時  -12℃ 晴   4,940m
15時  -14℃  晴   4,945m
18時  -17℃ 晴   4,950m

12月 28日  7時  -17℃  曇 り   4,930m
4)BC付 近

'85年 K2を実施 した時に感 じた事は、K2BC

(5,200m)と 南東稜の取付の間 (5,500m)に か

なりの積雪があり、K2南壁面とプロー ド・ ピー

ク北峰か らの雪崩の脅威があるのではないかと思

っていたが、実際に行ってみると、積雪は夏期と

同じか少ない位であった。偵察に行ってみると巾

は狭いが数多くのクレバスがある (国際隊はK2

側をルートにしていたが、我々は'85年のルートと

同 じ様に中央を行 く)。 素人考えだが、夏期から

秋期、冬期にかけて降ったこの付近の積雪は風で

飛ばされるのか、それとも、降る量より太陽の陽

射で溶けるほうが多いのか、兎も角、この時期は

予想 したより積雪は少ない。 2月 ～ 4月 にかけて

の降雪が春期入山を困難にするのだろうか。

5)気温・風の対応

2日 間の短い滞在だったが、この間の気温は最

低が -20℃ 、風は微風のみだった。イスラマバー

ドに戻ってみると、今冬は暖かい。 又、日本 も

並はずれの暖冬という情報が入り、帰国後、今冬

ネパールに入った人の情報によると12月 中は、ほ

ぼ連日晴天が続き、ジェットス トリームも吹かな

かったという。

それらを考えると、気温 も、風も、種々条件も

さらに厳 しく対応せねばならないだろう。ザヴァ

ダ氏も烈風は吹くと話されており、 1月 末にイス

ラマバー ドで入った情報によると強い風が吹いて

いるという。

ガッシャープルム方面ヘ

12月 28日  K2BC→ コンコルディア

再度 K2に来るとの意志でK2を背にした。何

となく疲れ気味でコンコルディアに戻った。天気

は下り坂でガスが立込めている。

18:00 -13℃  曇 り (ガス)4,540m

残りのケロシンからすると、ガッシャーブルム

方面へは 2泊 3日 となる。天気はどうなるか。

12月 29日  コンコルディアー)シ ャハ リン

6:00 -12℃ 小雪    4,570m
7:00 -12°C ノ

lヽ屋雪     4,570m

今朝は小雪が降っている。眺望は無い。とにか

く行ける所まで行こうと4人で 9時20分 に出発。

K2方面と別かれてアプルッィ氷河に入る。K2

方面と同じ様にコンコルディア付近の積雪帯を抜

けるとガレが露出してきて、中央のモレーンを進
の た び く冬の K2
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む。左、右には氷塔が不気味に林立している。

軍の基地シャハ リンに到着。 2人の軍人が真黒

くなっていた。お茶を御馳走するといわれ小 1時

間程待たされる。 もう少 し先まで足を伸ば してお

きたかったが、天気 も悪いのでこの付近に設営。

15:00 -10℃  曇 り    4,780m
18:00 -11°c 小雪     4,790m
軍の狭いアルミ製の ドームテントに 6人が入り

夕食をする。

12月 30日  シャハ リン (停滞)

6:oo -11℃  風雪 (暗い)4,850m
7:00 -11℃  小雪、強風 4,850m
昨夜か ら強風が吹き続けている。準備を して様

子をみるが行動をするには無理になる。

12:00 -9℃ 小雪、風  4,840m
19:00 -10℃  曇 り(月 がぼんやり)4,810m

今年もいよいよ明日一日を残すのみとなって し

まった。最後の一日、何 とか天気が回復 し、ガッ

シャーブルムBCま では無理だろうから、GIだ
けでも見える地点まで行きたい。今年最後をきっ

ちりと締め くりたいと思 う。明日はどうしてもケ

ロシンの関係からコンコルディアに下降せねばな

らない。

12月 31日  シャハ リン→コーナーー,シ ャハ リン

ー→コンコルディア

6:oo -lo℃  小雪     4,810m
7:oo -11℃  濃いガス・風 4,750m
天気が悪いが、わずかな可能性を求め、まだ見

ぬ冬期GIを求めて、 9時頃出発する。我々の強

い希望を適えて くれたのかコーナー付近ではガス

も動き出し、GIを望む事が出来た。帰路にはチ

ョゴリザの姿も見せてもらう。12時の約束に30分

程遅れてシャハ リンに戻るが、どうして こんなに

疲労するのかと思う位疲労感を感 じる。高度と寒

気と風、さらに我々の食糧事情等々の要素がある

ためだろうか。

コンコルディア付近では完全に トレースが無 く

なり夕闇がせまる頃にや っとキャンプ・サイトに

戻る事が出来た。付近には国際隊の トレッキング

チームのテント数張とハイ・ポーター用の大型テ

ントが 3張あった。何人かはK2BCへ 荷上から

帰ってきたばかりだった。

▼冬のパル トロに え立つGⅣ

18:15 -7°C 雪      4,570m
K2BC、 ガッシャーブルム方面から戻って来

た。冬期バル トロ氷河の積雪状態はウル ドヵス付

近より現われ、ゴレ付近から多 くなり、コンコル

ディア付近が一番多い状態だった。K2BCと ガ

ッシャーブルム方面に高度を上げるにつれて、次

第に少なくなっている様子だった。

帰   路

元旦は悪天の為に停滞となり、翌 2日 にガスの

漂 う中を、国際隊のハイ 。ポーターと一緒に下降

した。我々だけでは、的確なルー ト。ファイデイ

ンにせよ、ラッセルにせよ思うにまかせなかった

にちがいないと思 っている。又、我々 2人はラッ

セルして行く8名 のハイ 。ポーターに追いつ く事

すら出来なかった。ザックの重量も違 うがどうもパワ

ーが出ずにまいる、どうも食料事情によりそうだ。

帰路の天候は安定 しなかった。回復 したと思っ

ても一日で再び悪天になって しまう。ゎずかだっ

たがパイユもアスコーレもダッソーからスカル ド

にかけても降雪に見舞われた。大雪が ドッと降る

のではなく連日チラチラと降っていた。 1月 11日

にスカル ドに戻った。

冬期K2遠征については、今回の偵察をふまえ、

さらに今秋に予定しているガッシャーブルムⅡ峰

遠征を終了させ万全の態勢で臨みたい。

(HAJ冬期パル トロ氷河偵察隊1987/88)

隊 長  飛田和夫 (41)

隊 員  能田雅史 (31)

ガイ ド  モハメッド・アリ (35)
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■■IHIMALAYA NEWS

《ネパール 》

冬期登山隊 と10代の ヒマラヤニス ト

ネパール観光省の発表によると今季のネパール

●ヒマラヤ冬期登山 (12月 1日 ～ 2月 15日 )は、

7ケ国から14隊の登山隊が挑み、そのうち 9隊が

成功すると云うこれまでにない最高の登頂率を記

録 した。 この好記録について1982年 の冬期マナス

ルから連続 6年間冬期 8,000m峰 登山に出かけ、

これまでサガルマータ、マナスル、アンナプルナ

I峰の冬期登頂に成功 している山田昇氏は、「今

季は過去 6年間で一番の暖冬で、この気象条件の

良さが高い登頂率になったのでは。」と語る。

今季、ネパールの冬期登山に入山 したのは、韓

国 4隊、日本 3隊 、ポーランド、ューゴスラビア

各 2隊、アメリカ、カナダ、スペイン各 1隊の計

14隊。うち、チ ョー・オュー (8,201m)で 最後

まで粘っていたスペイン隊 (ガ リド隊員の単独登

頂成功)と韓国隊 (断念)が このほど下山して、

すべての隊が登山活動を断念 した。

日本の 3隊は、「 ヒマラヤ」 195号、 196号で

速報 した通り、群馬県岳連隊 (八木原囲明隊長ら

14名 )がアンナプルナ I峰南壁イギ リス・ ルー ト

か らの冬期初登頂に成功した他、同 じアンナプル

ナ I峰に北面から挑んだカモシカ同人隊 (大蔵喜

福隊長 ら4名 )は、 6,100mで 断念となった。ま

た、アンナプルナ南峰南壁を目指 した宇都宮白峰

会隊 (山形正己隊長 ら8名)は、雪崩の危険性の

為ルー トを南西稜に変更したが 5,800mで断念と

なった。

韓国隊は、サガルマータ (8,848m)、  カンチ

ェンジュンガ (8.586m)、 チョー。オュー (8,201

m)、 ゴジュンバカン (7,743m)の 4隊 に挑み、

チョー・オューを除 く3隊が登頂に成功 した。中

で も2月 11日 にゴジュンバカンの冬期登頂に成功

したサ ミッターは、光云電工高 3年の柳光烈 (18)、

同 2年の崖迷鏑 (18)両隊員とシェルパ 3名だっ

たと云うのであるから驚きである。

1ヽ0代のヒマラヤン・サ ミッターについては、昨

秋HAJと 西蔵登山協会の合同隊で出かけたラプ

チェ・カン (7,367m)に 17歳 の少女、拉吉 (ラ

ジ)が初登頂 した事を「ヒマラヤ」 193号でも紹

介 したが、今度は10代 コンビが 7,000m峰の冬期

登頂に成功 したと云 うのである。 ヒマラヤニス ト

の高齢化現象が憂いられる日本の登山界にとって

は誠に妬ましい限りである。

'88年プ レ期の登山隊

2月 14日 、ネパール観光省は、プレ・ モンスー

ン期の登山許可を17ケ国の28隊 に与えたと発表し

た。この春はチョモランマ・サガルマータの交差

縦走を狙う日本 。中国 。ネパール合同登山隊と建

国 200年を記念 して同じくサガルマータからチベ

ット側へ縦走を試みるオース トラリア隊の 2つの

大遠征隊が話題を呼んでいる。その他、インドネ

シアが初めてネパール・ ヒマラヤヘ登山隊を送り、

プモリ (7,161m)に挑む。

プレの日本隊は、上記三国合同隊の他は以下の

1隊のみ。

。カンテガ (6,779m)

折尾山岳会カンテガ登山隊 (福岡 )

村上浩司隊長 (32才)ら 3名 が南西稜に挑む。

《中 国 》

観光サー ビス向上へ法検 討

中国国家旅海局の向光障副局長は 1月 26日 の記

者会見で、観光事業のサービス向上を目指 して、

国務院 (内閣)で「観光旅行法」の制定を検討中

であると語った。

78年に対外開放政策をとり始めてから中国の観

光事業は驚異的な伸び率を示してきた。外国人団

体客だけみて も、年平均伸び率は25%。 昨年、中

国を訪れた観光局の トップは日本人で 578.000人、

前年比で 94,500人増。外国人観光客総数のほぼ 3

分の 1を 占めた。

半面、予約 システムが整備されていないため、

到着するまでどこへ泊まるのかホテルの名も不明

だとか、着いて も部屋がなくロビーで一夜を明か
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H:MALAVA NEWS■■
す例や、北京に泊まるはずが隣の天津市や河北省

の小都市に回されたなどの苦情も絶えない。国策

で禁 じているはずなのにチップを要求 したり、タ

クシー運転手が法外な料金を吹っかけたり、と云

った例 も少なくない。

チベ ッ ト旅行再開へ

昨年秋に「チベット独立」を要求するラマ僧ら

の騒乱が起きて以来禁止されていたチベットヘの

個人による観光旅行は、原則として 3月 15日 から

再開されることになった。

チベット対策に誤 り

全人代副委員長認める

パ ンチェン・オル ドニ中国全国人民代表大会常

務副委員長はこのほどラサで、昨年秋、千ベ ット

で起きたラマ僧を中心とした騒乱事件にっいて、

少数の分裂主義者の策動とともに、中央の対チベ

ット対策の誤りも原因だったと語った。

これは2月 22日 上海に着いたチベットの新聞「ラ

サ晩報」 (2月 9日 付)が一面 トップで報 じたも

ので副委員長は「党11期三中総会以後、チベ ット

は各方面で大きく発展 したが、 (チ ベットに対す

る)具体的な対策の中にいくっかの欠点や誤 りが

あり、大衆はそれに不満を持 ち、少数の分裂主義

者に扇動の機会を与えることになった」と述べた。

この騒乱事件に対 し中国指導者はこれまで、独立

要求グループを非難する発言を繰り返 していた。

副委員長はまた、騒乱の際死亡 した 6人のうち

3人は警察側の発砲で死亡 したことを明らかにし

た。        (2月 23日 読売新聞 )

《パキスタン》

冬期 K2隊 、悪天候下で苦戦

パキスタンの 2月 9日 付「Muslim」 紙は、初の

冬期K2に挑んでいる国際隊は、敵意剥出しのブ

リザー ド、降雪、あられと云った悪天候に前進を

阻まれ、頂上攻略迄残すところあと5週間となっ

たと報 じた。

同紙によると、2月 8日 にBCの A・ ザヴァダ

隊長と無線機でコンタク トしたところ、ザヴァタ

隊長は、「天候はこれ迄にない悪天候で、この悪

天が我々の山に於ける唯一の敵である。然 し、間

も無 く登頂のためのチャンスが少 しずつ輝いて く

るだろうから我々は前進するつもりだ。」 と語っ

たと云う。

1月 の第 4週 にKrzystof Wielickiと Lezcek

Cichyの 2隊員がC2(6.800m)へ のピッチを

試みたが、装備と一緒にテントも吹き飛ばされる

ような強風に阻まれて失敗した。然 し、彼 らは一

担 Clに下った後、再度試みてc2を建設 した。

この日のレポー トでは、現在C3建設が強風の

為中断されていると云われる。登山隊の計画では

C4迄建設する予定になっている。

HAJ盛 岡集会のお知 らせ

HAJの 標記集会が下記の通 り開催されます。

記

1.目 的 最近の海外登山の現状と岩手県内の

登山隊の報告を行い、今後の海外登

山計画をお持ちの方や関心の有る方

に正確な情報を提供すると共に、登

山の実践の成果を伝達する。

2.日 時 3月 27日 (日 )9:30～ 15:00

3.会 場 盛岡市内・岩手県民会館第一会議室

(4F皆 )  (霞3o196-24-1171

4.参加費 1人  1,000円

5.申込み 先着50名

6.主 催 日本 ヒマラヤ協会

東京集会のお知らせ

3月 の東京集会は、下記の通り開催 します。

日 時  3月 28日 (月 )午後 7時～

場 所  HAJル ーム
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_一―一 ヒマラヤ登山入門

●

インド・ ヒマラヤ編の最終回としてインド・ ヒマラヤの登山規則 (全文和訳)を掲載する。順序から云

えば、先ず最初にこの登山規則に目を通すべきかも知れない。

――インド・ ヒマラヤ登山規則く全文和訳 〉……

外国人によるインド0ヒ マラヤ登山申請書

(3部提出のこと)

注意事項

(a)1979年 1月 9日 付インド政府内務省告示No l1013/4/78-F.I.に 交付された外国人規則1948の 第11項

同は、外国人特権令1957の適用を受ける者を含むすべての外国人に対 して、個人であろうとグループ

であろうと、予め中央政府の許可を得ることな くインド国内のいかなる山をも登頂 したり試みたりし

てはならないとし、そのための申請は、予定ルー トの詳細、連絡官の随行、撮影機器や通信機器の使

用などについて明記 し、インド登山財団 (I.M.F.)で行なうこと、と規定 した。

外国人法令の1946の第14節では、さらに次の ことを定めている。

「この法令による各規則およびその補則に違反する者は、最高 5年の刑に処 し、罰金を課するものと

する。違反者が第 3節 /第 2副節 /条項(f)の 適用を申し立てる場合においても罰金刑を免ぜられるこ

とはな く、これに従ゎないものは法廷で裁きを受けなければならない。」

(b)記入漏れのある申請書は受理 しない。

第 一 部

1.目標とする山の名前と標高。できればその位置 (緯度、経度)も示す。

(希望する山がすでに他の隊に予約されている場合のために、第 2、 第 3希望の山も記すのが望まし

い 。 )

2.目標とする山のルー ト概念図。どの面 /稜を登るかを明記する。 (7部提出)

3.遠征期間とインド入国および出国予定日。

3A.実 際の登山期間 (Bcか ら頂上、および Bo C.に 戻るまで)。

4.メ ンバーリス ト (隊長も含む)(7部 提出)

氏名、父親名、住所、年齢、国籍、登山歴、職業、パスポート番号、発行日と発行地、最近親者名と

ハ

イ
ヽ ´

/ ド ヒマラヤ編(10
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その住所を列記 し、各自パスポー ト・サイズの写真を貼付する。 (申請書の提出時に前項目が用意で
きなければ、とりあえずメンバーの名前と国籍、パスポー ト番号と発行 日を記入―この場合も 7部提
出―残りの項目については後 日送付する。)

メンバーの中に軍隊あるいは外交団体に所属する者、所属 したことのある者がいれば明記すること。

5.派遣母体名とその所在地

6.ィ ンド大使館への「エントリー・ ビザ」申請予定日。 (「観光ビザ」あるいは「 トランジット・ ビザ」
では、インド・ ヒマラヤを目指す登山隊への参加はできない。ィンド入国後のこれ らの ビザからの書
き換え申請は一般には認められない。)

ビザの発給をうけるインド公館名 とその場所を記すのが望ましい。

7.ウ ォーキートーキー等の無線通信機器をインド国内に持ち込むか。持ち込む場合には、同封の申請用
紙にもれなく記載して添付すること。 (3通提出)

8.ラ ジオ気象通報の手配を希望するか。

9.イ ンド国内に持ち込む登山用具、衣類、食料、その他すべてにっいて、消耗品と非消耗品に分け、概
算重量とQlF.価格 (訳注 :輸送運賃、保険料等の諸経費を加えた価格)を記載 した リストを 2部添
付すること。

隊長の署名

誓 約 書

私は誓約 します。

インド国内に持ち込んだものは、山で消費したものあるいは紛失 したものを除いて、入国の日か ら6

ケ月以内に再び国外に持ち出します。

もし再び国外に持ち出せない場合には、特別の理由がない限り、相応の関税を支払います。

私はここに約束 します。

(a)私達が訪れる山岳地域のいかなる草花も採ったり傷つけたりしません。また、いかなる樹木 も燃
や したりしません。充分な量の灯油か他の燃料を持参 します。

{b)隊 に同行するボーターについて も、上記のことを実行させます。

(C)各キャンプのゴミは燃やしたり地中に埋めるなどして、自然環境を汚さないように徹底させます。
緊急時にヘリコプターを要請 した場合、その出動費用とその後の入院費用は、請求書のとおり全額を
IoM.Eに支払います。

リエゾン・ォフィサ_は隊のメンバーとして扱い、装備は私達と同様の ものを用意 し、食料やポータ
ー等にっいては本人の希望どおりにします。

以上、厳守 します。

報告書は遠征終了後ただちに IoM.Fに提出 し、写真類は 2ケ月以内に送 ります。

に

　

　

●

０

(4)

(5)

(6)

(7)

日付 :
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外国登山隊への通告

1.申請書および一連の書類は、本隊のインド到着予定日の少なくとも6ケ 月前に、 I.M.F。 (住所 :Ben―

itO Juarez Road,Anand Niketan,New Delihi-110021)宛 に送付すること。もしインド入国地名

と各メンバーの氏名おょびパスポート番号が到着予定日の 3ケ 月前までに通知されていない場合、登

山ビザの発行が遅れ、隊は本国あるいはニュー・デリーで待機 しなければならない。

2.登山隊へのア ドバイス

(1)少 しでも体調に異常を感 じたら、出発前に健康診断を受けること。

(2)隊の中に少なくとも 1、 2人はヒマラヤでの高所登山経験者を含むこと。

(3)ベ ース 。キャンプと各キャンプ間の連絡のため、無線機を用意すること。

(4)オ ール・インディア放送局の天気予報を受信するためのラジオを用意すること。困難な山を目指

す隊は特に重要である。放送の手配は 1.M.F.へ要請する。

(5)小冊子
({WHILE IN THE HIMALAYAS,Dos&Dont's''(邦 題 :「 ヒマラヤ登山、するべき

こととするべきでないこと」、 日本 ヒマラヤ協会刊)を読んでおくこと。これは 1.M.F.オ フィ

スにて一部 4ル ピーで手に入る。

3.すべての外国登山隊にはインド人登山家の リエゾン・オフィサーが同行する。リエゾン 。オフイサ~

は隊の一員としての扱いを受け、他のメンバーと同程度の次のとおりの装備、衣類を隊か ら支給され

るものとする。

(a)登 山靴 (ス パ ッツも)      1足

(b)ク ランポン (ァ ィゼン)     1足

(c)ァ ィス・アックス (ピ ッケル)  1本

(d)防風衣             1着
(e)羽毛服             1着
(f)寝袋              1
(g)エ アー ●マットレス       1

(h) ルック ・→ナッヽク               1

(i)ス トック           1本
その他、登山用ハーネス、登行器 (ユ マール等 )、 水筒、ナイフ、帽子など、メンバーが必要とする

装備はすべて リエゾン・オフィサーにも支給すること。これらのリエゾン・オフィサー用装備は、山

へ出発する前にニュー 0デ リーで手渡 し、必要であれば隊の団体装備とは別に梱包する。アイス・ア

ックス、クランポン、登行器、寝袋などの装備は、遠征終了後隊に返却される。その他 ジャケットや

ズボン、手袋、靴下等の個人衣類や靴などは、そのまま リエゾン・オフィサーに与えて もよい。もし

リエゾン・オフィサーの装備が用意されなかったり、他のメンバーのものより劣るようであれば、隊

の出発は認められない。デリー出発から帰着までの、 リエゾン・オフィサーの交通費、食事代、宿泊

費、コックおよびキャラバ ンのポーター賃金などは隊が負担する。 (こ れらは 6週間で約 2,500ル ピ

ーである。)食事と宿泊も他のメンバーと同程度とする。自国からの食料を携行する場合、ほとんど

のインド人 リエゾン・オフィサーは牛肉を好まないので、その代わりになるものを用意 しなければな

らない。遠征期間中の リエゾン 。オフィサーの給料はインドでの彼らの雇い主によって支払われ、居
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住地からニュー 。デ リーまでの往復交通費も隊が負担する必要はない。

4.各登山隊は、日標とする山の位置する場所が制限地域かオープン地域かを問わず、リエゾン・ オフイ
サー 1名の同行が義務づけられている。 もし、登山隊のメンバーが何月何日に、どのようにしてニュ
ー・デリーに到着するか、入国の 2ケ月前までに通知されていない場合、ふつう地方からや って くる
リエゾンoォ フィサ_を待つために、隊のデ リー出発が遅れることがある。

5.リ エゾン 。ォフィサーは、ポ_夕 _や ミュールの雇用、道中の宿の手配、デリーからキャラバ ン開始
地までの輸送機関の手配、登山中にメンバーが病気や事故に遭った場合の地方住民や軍幹部および I.

M.ユ との連絡の維持、などに協力して隊を助ける。 さらに、同行 した リエゾン 。オフィサーに登山
経験があり、能力が伴 っていれば、上部キャンプあるいは頂上まで登 らせてもよい。また、キャラバ
ンではlo-15k9の荷物を背負わせてもよい。

6.ガルワール、ヒマチャル・プラディッシュ、ジャムー&カ シミールの各地区に到着 した ら、隊長 とリ
エゾン・ォフィサーは、その地区の行政責任者 (地区行政長官あるいは長官代理)に報告 しなければ
ならない。登山隊はポーターと直接交渉をしないよう忠告を受け、地区行政当局が規定料金でのポー
ター雇用の便宜を計る。

登山隊からの申請を受けるとすぐに、 I.M.F.は 、その山が既に予約済みでなければ、仮予約の登録
をして隊に連絡する。 (登 山のためにはィンド政府発行の許可証が必要であり、この許可証を得るた
めに I.M.F.を窓□として必要事項をすべて記入した申請書および一連の書類を提出する。)隊は仮
予約の知らせを受け次第、次のとおりの登山料を正式申請書と共に送 らなければならない。

山の標高 登山料金

6,000m以下

6,0011n～ 6,5000α

6,501m～ 7,000m

7,Ool m以上

カシ ミール、ヌン峰・ クン峰

カラコルムの山 々

登山料の支払いは usド ルに限 られ、

形 とす る。

400 uSドル

600 USド ル

900 USドル

1,200 usド ル

1,5001:Js ドル

2,000 1LJS ドル

I.M.F.を 受取人 と した、ニュー・ デ リーにある銀行宛為替手

I.M.F.が隊へ連絡 してから2ケ月以内に登山料が支払われない場合、仮予約は取り消され、その山
は次の隊へまわされる。登山料の送金は I.M.F.を受取人としたニュー・ デリーの銀行宛為替手形と
する。小切手は受け付けない。予約登録後に遠征を取 り消 した場合には、登山料の25%を 徴収する。

予約 した以外の山は、たとえ高所順応のためであっても登 ることは許されない。

もし許可を得た山での登山活動中あるいは登頂後、 さらに第二の山に登 ることを希望するな らば、 そ
の山に他の隊が入 っていないことを確認 したうえで リエゾ ン・ ォフィサ ーが登山を許可す る。 この場
合、第二の山の登山料は規定の50%で よいが、その登山期間は45日 以内でなければな らない。
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8.ポ ーターあるいは高所ポーターが死亡 した場合、隊は補償金としてそれぞれのポーターに対して10,000

ルピーあるいは 15,000ル ピーを支払 う。負傷の場合の補償は、隊長との話 し合いにより、 Io M.F.が

決定する。登山隊はインド到着後、ポーター、特に高所ポーターに対 して、死亡と障害の両方に通用

し、少額掛け金ですむ保険を掛けておかれたい。

9_リ エゾン・オフィサーは、入山前に I.M.F.に より 100,000ル ピーの保険が掛けられる。登山隊メン

バーは各自本国で保険に加入 しておかれたい。

10.山 で事故が発生 した場合、負傷者はヘリコプターによって最寄 りの病院に運ばれる。この時の費用は、

フライ ト時間などによるが、一回のヘリコプター出動に対 して 25,000ル ピーあるいはそれ以上かか

る。これは登山隊の負担となるので、各メンバーは事故の危険をもカバーする保険に加入 しておかれ

たい。

11.遠征終了後、所定の様式による詳 しい報告書を (写真類とルート図を添えて)1.M.F.へ提出するこ

と。これは特に、何人のポーターを雇用したか、彼 らを何処から集めたか、一人一 日あたりいくら支

給 したか、彼 らや他のインド人を雇う際に問題はなかったか、などについて報告することになってい

る。

12.私は上記の通告に目を通 しました。各項目に従うことを約束 します。

隊長の署名

(氏名)

場 所

日付

To

The Honorary SecretarY,

Indian Mountaineering Foundation,

Headquaters Complex,

Near Ram Lal Anand College,

Benito Jtarez Road, Anand Niketan,

New Delhi - 110021-INDIA
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FESTIVAL OF INDIA
JAPAN 1988

ヴ ィスター ラ ーー イン ド建築展

1988年 11月 15日 ～12月 25日

世田谷美術館 (東京)

数世紀にまたがるインドの建築を紹介するこの

展覧会、ヴィスターラは、重要な建築物を単に歴

史を追った年代記風の ドキュメントとして紹介す

るものではな く、インド建築の性格や背景も理解

できるように試み られています。年代に従って変

化に富む建築に接すると、ヴェーダ時代から今日

に至るまでの建築がそれぞれ、神話的なものが基

調 として表現されていることがわかります。時代

が進むにつれ、神話 も変化 し、この変化が起こる

たびに新しい領域、つまリヴィスターラが姿を現

わ します。インド建築の歴史はかかるヴィスター

ラの途方もない発展の歴史であります。

本展覧会はインド建築の最 も特徴的な例を、神

話的なテーマを強調 しつつ、六つの部門に分けて

紹介 します。

マンダラ :ヴ ェーダ期の予言者にとって建築の機

能は、宇宙の模型を創造 し、現象的な世界を秩序

づけることにあり、神聖な幾何学を基礎とするマ

ンダラが、無限の応用と脚色の可能性を持つもの

として、家屋や宮殿、寺院、さらには町や都市の

マスタープランを作る上で利用されました。

本展覧会の第一部では、サンチの仏捨利塔とグ

ジャラート州モデーラの太陽神を祭った寺院が展

示されます。

マヌシュ(人 間):人間と環境、人間が自分を取り

囲む環境の長所と短所に順応 しようとする能力。

これが第二部のテーマです。カッチ湿地帯に位置

するバンニ地方の村落、ラジャスタン州の砂漠の

都市ジャイサルメール、アーメダバー ドの石柱、

アッサム地方の竹の家、ボンベイのにぎやかな住

宅地域などを紹介することにより、人間の居住地

を創り出す遠大な根源が浮き彫りにされます。

マンタナ (撹伴):イ ンドは長い歴史を通 じて、列

部からの影響を撹伴 し、それを同化 し、変容さ週

るという独自の能力を発揮 してきました。 これカ

第二部のタイ トル ●マンタナ (「撹伴」)が意味す

るところです。第二部では、ファテプル・ シーク

リーのディワネ・ カース (貴賓謁見の間 )、 グヮ

リオール近郊のダティア城、ラナクプールのジャ

イナ教寺院、 トリバンドラムのパ ドマナバプーラ

ム宮殿およびジャイプールの都市計画がマンタナ

の重要な例として紹介されます。

地下構造物 :も し寺院が宇宙の模型であるとする

なら、地下建築物は宇宙の解体の模型とも考えら

れます。

第四部の展示物の一つに、アーメダバー ドの階

段式井戸、ダイ・ハ リールが挙げられます。

イスラム :ム ガール王朝はイン ドに二重軸対称の

原理に基づく建築方式をもたらしました。

この部門では、比類のない壮大な回教建築物の

例としてフマユーン王の墓が紹介 されます。

植民地時代 :ヨ ーロッパから植民地主義者がイン

ドに到来するとともに、合理性、工業化、近代化

という新 しい価値感がインドに生まれました。こ

の部門では、植民地時代の建築物の代表として、

営舎とバンガローが展示されます。

本展覧会では、有名な写真家が25の 史蹟と40の

現代建築を撮影 した 2,000枚以上の写真が展示さ

れる他、実測図、縮尺模型、スケ ッチ、鳥欧図、

アーチファク トを含め、建物の内部、イスラム風

の部屋、植民地風のベランダなども復元 し展示さ

れます。

この他に本展覧会の会場では、 16,000枚 の ス

ライ ドから成る視聴覚番組 (45分 )が上映されま

す。映像、音楽、サウンドを綜合的に組み合わせ

て構成される本展覧会は、ヴィスタラの本質を適

確に捉えようとするものです。ヴィスタラ展は、

日本建築学会の協力で開催されます。
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イ ン ド映画 祭

インドは長編劇映画を毎年 700本以上も産む世

界最大の映画製作国です。フランスで映画が発明

されて数ケ月後にあたる1896年 に、インドに映画

が初めて紹介されました。それ以来、映画はイン

ドで最 もポピュラーな娯楽であり、芸術の一角を

形成 してきました。インドの映画産業は、映画を

多 くの言語で作る旺盛な生産力をもち、バラエテ

ィーに富む巨大な産業となっています。

インド映画祭では、日本の映画ファンに対 し、

人気の高い大衆向けの映画と、芸術性、社会性に

富むシリアスな映画の両方を紹介するという観点

から、有名な監督の作品を含む25本の映画が上映

される予定です。興味深いことは、この映画祭の

ために選ばれた作品が、50年にも及ぶ長い期間に

わたっていることであり、また、伝統的にしばら

れつつも近代化への新 しい価値観に適応 しようと

するインド社会の問題を扱 うインド映画の力強さ

を日本の映画フアンに披露できることです。

今回日本で上映される劇映画は五つの部門に分

けて選定されました。「インド映画史」の部門で

は、ファニ・マジュムダール監督の「ス トリー ト

・シンガー」、 ビマル・ロイ監督の「 2エ ーカー

の土地」、 グル・ダット監督の「渇き」など、過

去の偉大な監督による古典的な作品が中心 となっ

ています。次に「娯楽映画」の部門では二つの ヒ

ット作、即ちラメーシュ・ シッピー監督の ヒンデ

ィー語の大作「炎」、 バール・マヘンドル監督の

タミル語の名作「ムーンドラム・ ピライ」をお目

にかけます。「ニュー・シネマの系譜」の部門で

は、サタジット・ レイ、 リトウィック・ガタク、

ア ドゥール・ ゴーパーラクリシュナン、アラヴィ

ンダン等の巨匠が追求した新 しい方向を示す作品

として、「音楽ホール」、「雲のかげ星宿る」、「ね

ずみとり」、「チダンバラム」などが紹介されます。

さらに、「インドの女性映画」の部門では、インド

に生きる女性に焦点があてられた映画として、バ

ーラチャンデル監督のタミル語映画「お水よ、お

水」、 今は亡き名女優ス ミター・パーティル主演

の名作の一つであるジャッパル・パテール監督の

マラーティ語の映画「門出」、 プレーマー ●カラ

ン ト監督のカンナダ語の映画「ファニおばさん」

等が上映 されます。第五部「若手監督」では、ゴ

ータム・ ゴース監督の「渡河」、 スディール・ ミ

シュラ監督の「青春の終着点」等が紹介 されます。

本イ ンド映画祭は「ぴあ」と協力で全国各地で行

われます。

(な お、ここに紹介 されたインド映画の日本 語 タイ

トルは仮訳であり、正式なタイトルではありません。)

インド近代美術展

町田市立国際版画美術館 (東京 )

目黒区美術館 (東京 )

(日 程は未定 )

今世紀におけるインドの芸術家は、インドの伝

統美術が持つ魅力と西欧の現代文化にはさまれて、

何れに組するかの選択のジレンマに直面 していま

す。このような環境の下で、インドの芸術家は古

いものと新しいものとの均衡を打破することを余

儀なくされました。インドの現代美術は、このよ

うに芸術家が独自のビジョンを確立 しようと闘っ

た結果を物語るものです。

これが本美術展の基本的な考え方であります。

この展覧会で紹介される約 30人の芸術家 の作品

(絵画、彫刻、レリーフなど)は 、インドの民族

精神や心像に根ざしており、同時に近代的な技巧

と今日的なセンスをも兼ね備えています。ここに

は様々な感性と人に訴える力が満ちあふれていま

す。先にニューデリーで開催された トリェンナー

▲ カタック0ダンス
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レ美術展で受賞した新鋭画家プシュパマーラの作

品や、M.F.フ セインのような確立 した芸術家の

作品も展示されます。

インドの風景は輝か しい色彩にあふれています。

このため、インドの画家には、ムー ドを具象化 し

たり絵画的な動きを創造するために色彩に重点を

置 く傾向が強 く、従ってインド人画家の特徴が色

彩にあるとして も何 ら不思議ではありません。イ

ンドの美術は大きく分けて次の三つのテーマに分

類できます。即ち、第一に象徴的でニュアンスに

富む具象芸術を、第二にネオ・ タントラ芸術に象

徴される広大で生産的なェネルギーを表現する芸

術を、第二に表面は抽象芸術ではあるが、自然や

風景と深い関わりを持つ芸術を挙げることができ

ます。更に、絵画のスタイルは具象的なもの、半

ば具象的なもの、抽象的なもの、ネオ・タントラ

なものに分類することができ、これらすべてのス

タイルが本展覧会で紹介 されます。

数多 くの出品物の中で、M.F.フ セイン、クリシ

ェン・カンナ、タイヤブ 。メータ、ジョゲン・チ

ョウドリー、マンジット・バヮ、 ピラジ・サーガ

ラの作品が特に注目されます。

プシュパマーラとムリナ リニ・ムケルジーの二

人の芸術家かテラコッタ、縄、麻などを用いて創

作 した作品や、ナグジ・バテルの男根を思わせる

形の石の彫刻なども展示 されます。ネオ・ タント

ラ芸術の洗練された書のすばらしさは、G.R.サ
ントシュや ビレン・デーの作品にみることができ

ます。画家 ラム・ クマールやV.S.ガ イトンデは、

追憶の中に存在する経験と自然を感覚的にとらえ

ることを作品のテーマとしています。

この展覧会では、現在活躍 している芸術家30名

がそれぞれ五つの作品を展示し、その才能と現代

インド芸術の姿が披露 されます。

写真展「 イン ド・ 祭 り 」

沖守弘氏は、インド各地の写真を撮り続けるこ

とで有名な写真家であり、インドの祭りをテーマ

とする写真展をインド祭の一環として催 します。

この写真展では、沖氏がこれまでに撮った 60,0∞

点以上の作品の中から、インド各地における様々

な祭りに焦点をあてて選ばれた 200点近い作品が

展示 されます。

ミテ ィーラ壁画展

1988年 4月 29日 ～ 6月 5日

たばこと塩の博物館 (東京 )

ミティーラは 3,000年 にも及ぶ長い伝統を持つ

インドの壁画であります。ビハール州北部とネパ

ールの高原地帯は昔か らミティーラと呼ばれてお

り、この地域はインドの神話、思想、文化にとっ

て重要な役割を果 してきました。今回の ミティー

ラ壁画展は、日本で最 も多くの ミティーラのコレ

クションを持つ長谷川時夫氏の協力により、東京

の他、全国各地で も開催されます。

イ ン ド料理 フェア

インド祭の期間中に、東京と大阪でインド料理

フェアが開催されます。詳細については現在計画

中です。

メ ラー (イ ン ドの フェア)が二 日間にわたって、

東京の上野公園で行われます。イ ンドか ら民芸家、

民俗音楽家、伝統工芸家などが これ に参加 し、 メ

ラーを一層楽 しいものに盛 り上げます。また、当

日は都内のイン ドレス トランの協力によってィ ン

ド料理の屋台が用意 され、御来場の皆 さまにすば

らしいイ ンド料理を味わ っていただきます。

イン ド史劇「 マハーバー ラタ 」

先にフランスのアヴィニヨンで大成功を収めた

ピーター・ブルック監督によるインド史劇「マハ

ーバーラタ」が、インド祭の一環として西武セゾ

ン劇場で上演されます。

フメ
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■寸 感■

1月 下旬にUIAA遠 征委員会に出席するため

にアルプスの麓、 シャモニーを訪れた。今正月の

暖冬異変はアルプスの谷で も同様のよ うで、アル

プス滞在が早16年 に も及ぶと云 う日本人グループ

の人達 も一様に驚かれていた。

遠征委員会は 2日 間に亘 って フランス国立登山

スキー学校 (Ecole NatiOnale de Sh et d'Alpi―

nismeヽ で開催 された。 通称 ENSAと 呼ばれる

この施設は シャモニーのほぼ中心地に位置 し、そ

の独特な建造物 は恰 もアルプスの谷の シンボルの

ように建 っている。

日木の山に比べて山塊構造の険 しいアルプスで

は、山岳 ガイ ドが特殊技能者 として認容 され、国

が厳 しい国家試験で プロ 。ガイ ドを認定 している。

こうした土壌の中では登山 も陽の当る市民権を得

ているようである。それに引替え我が国の登山に

対する社会の風当 りは どうであろうか………。

事 務 局 匿∃(2月 )

(水) 新青峰集会

(金)事 務局打合わせ (稲田、山森)

ヒマラヤm196発送

(土) 群馬県岳連合同追悼・報告会 (前

橋 )

宇都宮白峰会登山隊報告会 (宇都

宮)

(月 ) 新青峰集会

(火)冬 期K2集会

(木) リモ峰集会

(土)～ 21日 (日 ) 第26回海外登山技

術研究会 (山森、尾形 )

(月 ) 新青峰集会、リモ峰集会

(土) '88H A J 4隊 打合わせ会

(月 ) 東京集会 (22名 )

10日

12日

13日

15日

16日

18日

20日

22日

27日

29日

1日 (月 )

2日 (火 )

8日 (月 )

9日 (火 )

新青峰集会

GⅡ 峰集会

リモ峰集会

リモ隊ビザ申請、インド政府観光

局往訪

ゲニ峰集会

事 務 局 か ら

昭和63年度分会費納入のお願い

本会の年会費 (6,000円 )は、前納制となって

おります。昭和63年度分 (昭和63年 4月 1日 ～昭

和64年 3月 31日 )の年会費がまだの方は、速かに

ご納入下さいますようお願いします。

6月 30日 まで納入なき場合は、「 ヒマラヤ」に

「前金切れ」の表示をして督促 しますが、それで

も納入されない場合は、会費が 納 入 され るまで

「 ヒマラヤ」の発送を停止させて頂きます。

尚、終身会員制度 もありますので、詳 しくは事

務局迄お問い合わせ下さい。

郵便振替 東京 0-48954 日本ヒマラヤ協会

神 の 山 、 ゲ ニ 峰

1987年 夏の記録、刊行

1987年 7月 ～ 8月 にかけて13名から成るHAJ

隊は、中国四川省の知 られぎる海子山塊のゲニ峰

(6,204m)初 登頂を目指 したが、生憎と悪天候

に阻まれ、登頂は断念となった。88年の再挑戦を

前に此の度、同隊の報告書が上梓された。気象衛

星「ひまわり」からの気象報告が有 り、知られざ

る山塊の参考になる。

B5版 74ペ ージ、□絵モノクロ写真 3ペ ージ、

本文モノクロ写真多数。

(頒  価) 1,000円 (送料 200円 )

(申込み先) 日本 ヒマラヤ協会事務局まで

日

ヒマラヤNo.197(4月 号 )

昭和63年 3月 10日 印刷  63年 4月 1日 発行

淀橋食糧 ビル 506号
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遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―

あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なa
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

72ウ元動″フ《ZI魔:ゴ響ガ 留5P03‐574‐8880
〒105東 京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号
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トレッキング・登山隊の許可取得か ら航空券・現地手配 までお引 き受けいた します。
～ネパール・ インド・ ブータン・パキスタン・東南アジア・ アフリカ・南米～

G>彗護わ遊衆簿
東京本社 〒 101東 京都 千代 田区神 田神保町 2-2 新世界 ビル 5階 803(237)1391(代 表 )

大阪営業所〒 541大阪市東 区平野町 4-53-3ニ ュー ライフ平野町 202号室 ● 06(202)1391〈 代表 )

カ トマ ンズ営業所  JAI HIMAL TREKKING(P)Ltd. P.0. 30X3017
KA T HIM A N DU.NEPAL a2217 07

運輸大 臣登録一般旅行業 607号

トレッキング・海外登山
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ヒマラヤヘ 装備

O遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2丁目2番 3号 803(208)6601～ 3

0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地80486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東 京都千代田区三崎町2丁 目8番 14号●03(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東京都千代田区神田神保町1丁 目8番地803(295)0622

●新宿西口店/〒 160東京都新宿区新宿1丁 目16番 7号 803(346)0301(代 )

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番 地●0273(27)2397(代 )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番 8011(222)5305

→幹J五万″χだ―夕
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号●0222(97)2442

●町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号●0427(26)62480

0フ ーズンヨツプ/〒 160東京都新宿区百人町2丁 目2番43号●03(232)1286

0外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号●03(200)7219

0事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号 a03(200)1004
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